
1.1 目的
本事業は、訪日外国人旅行者の更なる消費拡大を図るため、観光庁・日本政府観光局による情報発信「Enjoy my 

Japan グローバルキャンペーン」等に対応した高付加価値な滞在コンテンツを、北海道運輸局と地方自治体、観光地域づくり
法人（DMO）が連携し、創出するものである。
｢大雪山国立公園｣内にある上川町・層雲峡は、紅葉スポットでもある｢高原沼｣や北海道ガーデン街道の｢大雪森のガーデ

ン｣、｢遊びの森｣、少量高品質の酒造りで人気の新進の酒蔵｢上川大雪酒造｣等の魅力ある資源を有している。
一方で、道央から道東への中継地点という役割から脱しきれず、平均宿泊数が１泊と滞在時間が短く、優れた景観を見せ

るだけの観光にとどまっており、観光振興施策が、消費拡大につながりにくい状況になっている。
そこで、当該地域ならではの魅力を、着地型プログラムとして商品化し、旅行開始前に来道者に訴求させることで、滞在日数を
延ばし、更なる消費拡大を図ることを目的として、本事業を実施する。
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1.事業概要

1.2 業務概要
事業名：令和３年度「訪日グローバルキャンペーン等に対応したコンテンツ造成事業」

大雪山国立公園 長期滞在促進のための着地型プログラム造成事業
事業対象：北海道 上川町・層雲峡
期間：令和3年6月23日（水）から令和4年1月31日（月）
商品造成のターゲット：オーストラリア、ヨーロッパ

活用する観光資源：Ａ〔自然〕 ヒグマ生息域、高原沼を活用したプログラム
Ｂ〔自然〕 森林や道産間伐材を活用したプログラム
Ｃ〔歴史〕 国道３９号線の旧道を中心とした開拓の歴史と温泉発展の史跡

や渓谷を活用したプログラム
Ｄ〔食〕 大雪山の水を生かした｢酒｣や地元産食材

高付加価値・地域ならではのコンテンツを造成するための方針
⇒造成を想定する着地型プログラムは、統一のコンセプト、ストーリー性を持って２泊３日以上の

行程で実施できるプログラム又は既存の商品に単独のプログラムとして追加することで２泊３日
以上の滞在にすることを促進できるものとする。

図 1 フロー図

1.4 事業工程
本事業の工程を以下に示す。 表1 事業工程表

図 2 体制図

1.5 体制図
本事業の体制図を以下に示す。

1.7 費用
本事業にかかった経費を以下に示す。 表 2 事業費用

1.6 コンテンツ造成にあたり協力を得た専門家
●芹澤健一、アルパインツアーサービス株式会社 代表取締役、アドベンチャートラベル専門家
●馬上千恵、M`s English、森林専門家
●Kristian Lund、NISEKO MEDIA株式会社、外国人専門家（オーストラリア国籍）

1.3 業務内容
事業内容を以下に示す。

① 地域資源に関する基礎調査
（1）観光資源の洗い出し、とりまとめを行う。
（2）ターゲットへの訴求ポイントの調査、とりまとめを行う。
（3）当該地域のコンセプト・ストーリーの素案を作成する。
（4）造成する着地型プログラム及び販売戦略素案を

作成する。
② 着地型プログラムの磨き上げ・造成及びコンセプト・ストーリー、

販売戦略の検証・策定
以下の手法により、コンセプト・ストーリーを確立し、
コンセプト・ストーリーに沿って着地型プログラムを磨き上げ、商品を
造成し、販売戦略の検証、策定を行う。

・関係者によるワークショップ、フィールドワーク（10回程度）
・外国人または日本人の専門家の招請
・ガイドハンドブック制作（日本語、英語）
・アンケート調査
・ガイドの育成
・モニターツアーの実施

③ 着地型プログラムの販売
②で造成、商品化した着地型プログラムを、策定した販売戦略
を元に販売体制を構築する。

項目 費目 単価 積算金額 備考
①地域資源に関する基礎調査
既存資源の調査・収集に関する経費 ツアー手配費用 1,928,300 1 式 小計① 1,928,300
②着地型プログラムの磨き上げ・造成及びコンセプト・ストーリー、販売戦略の検証・策定
ワークショップ開催 人件費 240,000 1 式 小計② 240,000
フィールドワーク・現地調査出張費用 ツアー手配費用 373,000 1 式 小計③ 373,000
ガイドハンドブック制作 委託費 1,103,000 1 式 小計④ 1,103,000
モニターツアー ツアー手配費用 1,663,500 1 式 小計⑤ 1,663,500
③着地型プログラムの販売
オンライン商談会の実施 資料作成費用 730,000 1 式 小計⑥ 730,000
④コーディネーター費用

人件費 771,000 1 式 小計⑦ 771,000
⑤事務運営費

人件費 893,818 1 式 小計⑧ 893,818
7,702,618

小計①～⑧の合計 7,702,618
消費税（10％） 770,262

8,472,880総合計

日数・式 数量

１

月
週 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
（1）観光資源の洗い出し、とりまとめ
（2）ターゲットへの訴求ポイントの調査、とりまとめ
（3）コンセプト・ストーリーの素案作成
（4）着地型プログラム造成及び販売戦略素案作成

(5)現地下見調査(フィールドワーク)実施
・関係者によるワークショップ（3回実施）
・フィールドワーク実施
・外国人または日本人の専門家の招請
・ガイドハンドブック制作（日本語、英語）
・アンケート調査
・モニターツアーの実施
対象国向けウェビナー実施
対象国連携先との打合せ
営業活動
営業レポート

1月7月 8月 9月 10月 11月 12月



②外国人モニターツアー
ターゲットへの訴求ポイントを検証。

①現地下見調査
素材の基礎調査・観光地域資源の洗い出しを行い、外国人向けに訴求できるプログラムを選定。

2.地域資源に関する基礎調査

＜検討概要＞
当該エリアにアドベンチャーツーリズムを訴求し、高付加価値の商品を訴求すべく、素材の基礎調査、訴求ポイントのとり
まとめ、コンセプトストーリーの立案、プログラム造成、販売戦略素案立案のための調査を行った。

＜得られた成果＞
・素材の洗い出しを行い、「ヒグマ」「森林」「食」「歴史」の単体プログラムの造成を行った。
・各プログラムとも、なぜこの素材を訴求するのかを説明するガイドの育成を今後行っていく必要がある。
・2泊3日のプログラム造成には、どの順番で組み込むのか、既存商品との組み合わせ方法などを検討し、全体で、地

域のストーリーを明確にしていく点に検討の余地がある。

2.1 調査概要
造成すべきプログラムの選定、その訴求ポイント、コンセプトの明確化を目的とし、以下の調査を行った。

2.2 調査結果
調査を行った結果以下のことを把握することができた。
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エリア 層雲峡エリア、旭岳エリア、高原沼エリア、愛山渓エリア

テーマ
観光施設（レストラン、宿泊、見学施設など）、観光資源（イベント、アクティビティ、
観光エリアなど）、乗り物、その他（ガイド人材など）

調査項目

ウェブサイト、施設概要などを確認し、外国人向けに造成し得るプログラムを検討し、候
補となる素材を対象に下見ツアーを実施した。
下見ツアー:7/5 ～2泊3日 /上川町・層雲峡エリアで実施
下見項目 ：高原沼トレッキング、森林素材視察、歴史素材視察

調査方法 外国人モニターツアーの実施

モニター
素材

①森林（森のガーデン、げんきの森 など）③列車利用による歴史探訪
④上川大雪酒造⑤大雪つりぼり ⑥層雲峡オートキャンプ場
⑦アルパインリバーガイド ⑧黒岳ロープウェー など

モニター
項目

①興味を持ったポイント ②利用価値、魅力を感じた点 ③滞在時間の長短
④ガイドの説明内容（ストーリーを感じたか） ⑤改善提案 など

（1）観光資源の洗い出しととりまとめ

観光箇所19か所、観光資源 6素材、乗り物 2件、その他2件
以上の素材を洗い出し、立地、施設概要、サイトURLなどの概要をまとめて、検討の素材とした。

モニター
参加者

Cristian Lund氏/Chika氏（ご夫妻）
オーストラリア国籍 / ニセコのフリー情報誌「Powderlife」編集長

表 3 選定したプログラムとプログラム造成の課題

①現地下見調査で、プログラムに活用する観光資源の絞り込みを行い、外国人向けに訴求できるプログラムの
選定を行った。

２



2.3 調査結果の反映
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（3）コンセプト・ストーリー素案作成
（4）着地型プログラム及び販売戦略素案の作成

検討方法 ①外国人モニターアンケート結果検証 ②ワークショップの実施

対象市場
①オーストラリア ②ヨーロッパ
ソフトATを志向する顧客層

造成
プログラム

①高原沼トレッキング ②森林プログラム（サイクリング利用）
③開拓のストーリー（歴史）④日本酒飲み比べと旬野菜のタパス

表 6 造成プログラム素案

表 4 外国人モニターツアー結果の概要

表 5 訴求ポイント

（2）ターゲットへの訴求ポイントの調査ととりまとめ

①現地下見調査で選定したプログラムをもとに、②外国人モニターツアーを実施。

３



3.着地型プログラムの磨き上げ・造成及びコンセプト・ストーリー、販売戦略の
検証・策定

＜検討概要＞
2にて造成されたプログラム素案を販売につなげるために、ATの要素を盛り込み、購買者に明確に伝わるコンセプ
ト・ストーリーとなるよう磨き上げ、販売商品として完成させる。更に、販売に向けた戦略を確立し、確実な販売に
つなげるようにする。

＜得られた成果＞
・モニターツアーを行った結果、4つのプログラムを販売商品として造成した。
・造成されたプログラムのコンセプト・ストーリーをまとめたガイドハンドブックを作成した。
・対象市場向けのウェビナーを開催して、造成プログラムを市場に告知する方向性が決まった。

3.1 ワークショップの実施
専門家の意見も取り入れながら、販売に向けて各プログラムの磨き上げを行うためワークショップを実施した。
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≪ワークショップ参加者≫

日時 場所 テーマ

第1回 令和3年7月19日 オンライン
①現地下見結果検証
②磨き上げの方向性共有
③造成プラグラムの選定

第2回 令和3年8月13日 オンライン
①外国人モニターツアー検証
②プログラムの磨き上げの方向性
③ガイドハンドブックの作成に関して

第3回 令和3年9月9日 オンライン ①事業取組体制の見直しに関して
②プログラム磨き上げの情報共有

氏名 専門分野 招請目的

芹澤 健一 氏 AT専門家
アドベンチャー・ツーリズム専門家の知見で、
造成するコンテンツに盛り込むATの要素への
助言をいただく。

馬上 千恵 氏 森林専門家 植物への専門的な知見・英語ガイドの経験
から、造成コンテンツへの助言をいただく。

表 8 ワークショップ招請専門家

・上川フォレスターという取り組みは興味深い。SDGsの取組、教育的視点、気候変動を含め森の再生の視点を取り入れるのはすごく面白い

・アクティビティガイド、ローカルガイドとコーディネーターの3人の役割を明確にし、プログラムと地元の人たちと融合された時にお客様の楽しさが倍増する。
・アドベンチャートラベルは地元の人たちが語ることが重要であり、地域の素材を伝えたいという情熱のある人材を地域で育てていこうという取り組みが重要

全体

・洞爺丸台風が来て人口が爆発的に増加したにもかかわらず、その後衰退していった。なぜ人口が維持できなかったのかっていうのが非常にストーリーとしては
　重要

・景色を見ながらサイクリングを取り入れるのが面白い。道中で小休止の意味を持たせながら、「げんきの森」「アカエゾマツの森」を上川町の取り組みを説明
　しながら紹介していくのが良い。

・2泊以上のプログラムの最後に酒蔵とバーベキューを入れるのが面白い。地産地消の野菜、肉などを使って、バーベキューをやって、その場で上川大雪酒蔵の
　お酒を紹介する。森の中に入ってきて、楽しい3日間の体験をしてきているので、最後にバーベキューは盛り上がる。

・このエリアに参加者を連れて行くための動機付け、なぜこのエリアに行くのか旧39号線、上越・中越の駅逓に行かなければいけないのか。

食プログラム

高原沼プログラム
・トレッキング中もう少しヒグマの話が出ても良かったのではないか

・森林の植生や自然の話、洞爺丸台風の話なども盛り込んだら、もっとこの地域が密接に感じられる、親近感が湧くのではないか

森林プログラム

歴史プログラム

表 ７ ワークショップ実施例

3.2 森林プログラム磨き上げのためのフィールドワークの実施
森林プログラム磨き上げのためのフィールドワークを実施し、説明すべきポイントと説明場所を整理し、プログラムの方
向性を固めた。

日時 場所 テーマ

第1回 令和3年9月8日～
9月11日

森のガーデン
げんきの森

アカエゾマツ林
森林プログラムのガイド内容

第2回 令和3年11月26日 大雪山ツアーズ事務所

午前
森林ヘビープログラムの内容検討
午後
造成4コンテンツのガイド内容をエリ
アガイドと確認

表 10 フィールドワーク実施例

表 11 説明ポイント・方向性

表 9 専門家の意見(一例)



3.４ モニターツアー結果
モニターツアーより以下のような意見を収集し、各コンテンツの解決策を検討した。
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表 14 抽出された意見及び造成コンテンツの解決策（一例）

3.３ モニターツアーの実施
これまでのワークショップ・フィールドワークを経て磨き上げたプログラム素案を、最終的な販売商品へと磨き上げる
ため、モニターツアーを行い、改善策を検討した。

表 13 モニターツアー参加者

表 12 モニターツアー日程

地域での改善アクション

1
サイクリングで巡る上
川層雲峡の森林

ー　なぜ3つの3森を訪れるのか、それぞれの森にどんなメッセージがあるのかを
     明確にする（全体のつながりを意識した解説）
ー　上川と林業のつながりの解説（歴史・現状・課題）
ー　上川がどんな場所で、その場所でなぜ森林を案内するのかの解説
ー　ローカルガイドの有効活用
ー　サイクリング前の事前説明（コース内容、使用方法）
ー　E-bikeの利用

≪ガイド内容をさらに整理してわかりやすい説明とする≫
・3つの森を訪れた意味が解るような説明内容とする。
・上川の林業の歴史など概略の説明をハンドブックに記載
・ローカルガイドとの連携強化し、役割を明確化
・サイクリングの説明を増やす

2
自然の恵みを味わう
　～上川大雪酒造と
地元食材のタパス

ー　体験するタイミングの検討　（夕食前がベスト）
ー　試飲する日本酒の種類を増やす
ー　酒造りの過程を見たい
ー　地域性のある酒造であることのアピール
ー　タパスのレシピを知りたい

・酒の種類を増やすのは、難しい。
　送客が増えた時点で検討する。
・料理の説明をガイドハンドブックに落とし込む

3 高原沼トレッキング

ー　朝食/昼食の提供方法、場所の検討
ー　休憩時間などの配分の検討
ー　大雪山国立公園に関する説明、トレッキングルートを維持するための取組、
　　などのイントロダクション部分の説明方法の検討
ー　ヒグマの生息域であることの説明の工夫ヒグマ情報センターでの案内検討）
ー　ルートの詳しい事前説明の準備（内容、距離、標高差、装備）
ー　ルートの保全活用への寄付金を価格に含める

・昼食の提供方法を顧客のスケジュールに応じて柔軟に
　対応できるようにする
・より顧客のスケジュールに合わせた柔軟な対応をする
　トレッキングガイドとも連携してゆく。
・ルートの詳しいコース情報をハンドブックに落とし込む
・コース維持の活動や、寄付金など、持続可能な取組が
　支援できるプログラムの検討

4 上川・層雲峡
  開拓の歴史

ー　歴史のレクチャー方法（バス車内　など）
ー　ローカル列車や黒岳ロープウェーなどのアクティビティの導入
ー　プログラムとして組み込む順番の検討（初日に最適）

・歴史のレクチャー方法は列車利用で問映した方法を
　とるようにする
・滞在の最初に組み込むように販売時に調整。
・説明する歴史の内容をハンドブックに記載する。

ローカル列車を組み込むことで、プログラムとしては成
立する。歴史の案内は、層雲峡の成り立ちから、開
拓の歴史と流れの中での説明とし、他のプログラムと
の組み合わせの順番にも配慮が必要。

プログラム名
（案）

10/4 モニターツアーで抽出された
実施に際しての課題 改善のポイント

スケジュールおよび各種体験などは問題なし。あとはガ
イディング部分で導入部の案内、3つの森のセールス
ポイントを整理して、全体としてストーリーを構築して
いく。

ストーリーは十分伝わっており、欧州・豪州市場に設
けるストーリーとなっている。
お客様の要望に応じて、提供するお酒の種類や料理
に関する詳しい情報、酒造過程の見学などが提供で
きるとさらに満足度の深いプログラムとなる

トレッキングルートとしては、非常に魅力的なコース。
食事の提供方法を検討し、より各休憩ポイントなど
で、事前を満喫できる時間配分にするとより充実す
る。また、ヒグマに会えなくてもヒグマを感じることのでき
るようなガイディング方法も検討する。さらに、ルート保
全への寄付なども盛り込むとさらに地域への親近感が
わく。あわせて、ルートの事前情報もさらに詳しい必要
情報を準備する。

図 3 モニターツアーの様子

日時 場所 実施内容

令和3年10月3日 事前説明

令和3年10月4日

大雪森のガーデン
げんきの森

アカエゾマツ林
上川大雪酒造

緑丘茶房

森林プログラム
食プログラム

令和3年10月5日 大雪高原山荘
高原沼

自然(ヒグマ)
プログラム

令和3年10月6日 層雲峡ビジターセンター
北見峠 歴史プログラム

氏名 職歴等
MS.Lorencia TJHIA
 (ローレンシア　チア）

・二セードニセコ　　　（2015年～2021年）　=前職＝
　予約/ゲストサービス、フロントマネージャー、ホテルマネージャー、ホテルディレクター

MS.Katy SHINA
（ケイティ　シナ）  「みちのくトラベル東北」のインバウンドセクション　勤務

MS.畠山　美佳
（ハタケヤマ　ミカ） Voyageurs du Monde東京に勤務。

MR.半田　光昭
（ハンダ　ミツアキ） 2021年4月　ANA X Inc. インバウンド欧米豪東南アジア営業担当

MS HAYATI MUSTAZA
（ハヤティ　ムスタザ） 2021年5月　ミキ・ツーリスト　営業本部訪日手配課

MR.芹澤　健一
（セリザワ　ケンイチ） アルパイン・ツアー　代表取締役

モ
ニ
タ
ー
参
加
者



3.4. ガイドの育成 / ガイド・ハンドブック作成
造成する5つのプログラムに関して、販売時に地域のガイドが均一の知識を保有でき、ガイドとしてツアーに同行する
知識を作るために、ガイドハンドブックを造成した。

≪ハンドブックの構成≫
P1 表紙
P2 目次
P3 MAP
P4～6 上川町の概要
P7 国立公園の説明
P8～11 地域のストーリー
P12～31 各プログラムの詳細
P32 2泊3日のパーフェクト・プラン
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3.5. 販売戦略の策定

図 4 ガイドハンドブックイメージ

■ターゲット（北海道ATマーケティング戦略検討会が策定した「北海道AT推進マーケ
ティング戦略」から選定

①で選定した現地の旅行会
社に、造成したプログラムを

知ってもらう機会を作り、商談
に向けた販路を開拓

同時に販売意向調査も実施

②オンライン説明会

上記ターゲットへ販売するためには、店舗を持った現地の旅行会社にアプローチし、造成したプログ
ラムを提案してもらうことが有効であると考えられることから、以下の流れで販売を実施。

商談のポイント

オンライン説明会で、造成
したプログラムに興味ありと
反応を示した会社に対し商

談を実施

③商談

オーストラリア、ヨーロッパの旅
行会社の中から、

「北海道旅行を扱ったことがあ
る会社」

「ネイチャー/アクティビティ系の
会社」に絞り選定

①旅行会社選定

食プログラム
既存（黒岳、ラ
フティング等）プ

ログラム

歴史プログラ
ム

自然（アクティ
ビティ）プログラ

ム
森林プログラ

ム

これらを組み合わせて、２泊
３日以上の行程となるよう

に提案
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4. 着地型プログラムの販売

＜検討概要＞
3にて造成されたプログラムを策定した販売戦略のもとに販売体制を構築し、販売を開始する。

＜得られた成果＞
・ターゲットエリアの旅行会社向けに、ウェビナー形式の商品説明会を行った。
・商品説明会後に、参加旅行会社に対して営業活動を行った。

4.1 販売体制
以下の体制にて、販売を行うようにした。

商品提供 手配依頼

連携

納品 発
注

国内旅行者、その他
国内の提携先等には
直接販売も可能

直販

4.2 対象国向けウェビナーの実施
事業エリア及び造成プログラムに関する、ウェビナーを実施し、ターゲットエリアの旅行会社に向けて、説明会をおこなった。

図 5 ウェビナーの様子

販売主体

大雪山ツアーズ(地域DMO)

手配窓口

株式会社 ミキ・ツーリスト

ヨーロッパ側窓口

MIKI TRAVEL ヨーロッパ

オーストラリア側窓口
オセアニア・パシフィックツアーズ

メインターゲット国の旅行会社

発注納品

顧客

申込販売

日時 対象 参加旅行会社(一例) 参加数

第1回 令和3年12月15日 ヨーロッパ ・Into Japan Speciallist Tours
・NOMADE ADVENTURE 20

第2回 令和3年12月16日 オーストラリア(1回目) ・Travel Japan
・Insider Jouneys

18
第3回 令和4年1月28日 オーストラリア(2回目) ・H.I.S NEW ZEALAMD LTD

・Rose Bay Travel

連絡・営業

販売

オープニング
・MCオープニング挨拶
・MC自己紹介、ウェビナー質問機能の紹介
・日本の新型コロナ最新状況、欧州との比較

5分

メインパート

・大雪山国立公園のイメージ動画
・場所・アクセス、エリア紹介
・上川・層雲峡コンセプト案内
・各プロクラムの紹介
①単体プログラム ②2泊以上のプログラム

・視聴者へのメッセージ

2分
5分
5分
30分

5分
1分

クロージング ・MCクロージング挨拶 3分

表 16 プログラムの流れ

表 15 モニターツアー日程



5.4 造成されたコンテンツ5. 事業成果

＜検討概要＞
・造成されたコンテンツについて、設定していたアウトプットおよびアウトカムについて比較する。

＜得られた成果＞
・アウトプットについては目標値を上回った。
・アウトカムについては、感染症拡大による水際対策、ウクライナ紛争による航空会社の減便、ルート変更により現
時点では目標値を下回っているが、2022年秋商品に向けて営業を継続しており、2022年度商品として目標
達成させるべく、取組んでいる。

5.1 事業目標に対する成果
アウトプット項目の4件の目標に対し4件造成し、達成した。
アウトカムは現在申込者数0件の状況である。

5.2 コンテンツの造成方針
以下のターゲットエリア向け商品として、商品造成を行った。

5.3 造成したコンテンツの高付加価値・地域ならではのポイント

①自然（ヒグマ）：ヒグマの生息する地域を、トレッキングする（自然と人間の共存によるレジャー）
②自然（森林）：95％が森林地帯の上川町で、森林を人が楽しめるエリアにしようとしている町の林業の取組を知る
③歴史 ：「囚人街道」という歴史の陰の部分にスポットを当て、現在の層雲峡の発展を知る
④食 ：「上川大雪酒造」「地産の旬野菜」という組み合わせで、上川の自然お恵みを享受する
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N
O 場所 実施内容

１ ヒグマ生息域 高原
沼トレッキング

テーマ トレッキングでヒグマの生息域に入る
ヒグマの生態を知り、このエリアのトレッキングのマナーを理解する

概要 高原沼トレッキングコースを活用した、ガイドつきのプログラム

２ 森林ガイド

テーマ 上川町は林業の町「であった」
目には見えない上川町の「林業」の特徴を体験する

概要
上川町発展の礎となった「林業」「森」を見て・触って・感じながら、
「森を育てる」ことやこの地域の木々の特徴を学ぶことで、登山
体験にもつながる新たな視点を養うきっかけとなるプログラム

３ 開拓道路を辿る、
絶景ワンマン列車

テーマ 「囚人道路」開拓の歴史

概要 ワンマン列車に乗って移動しながら、囚人たちが開拓した道路を
辿るプログラム

４
上川大雪酒造の
純米「神川」と
アミューズの

「神川五味セット」

テーマ 大雪山の「水」から生まれる日本酒の「５つの味」を感じる

概要
上川大雪酒造が造る、地元限定流通の純米酒「神川」と、フラ
テッロ・ディ・ミクニの宮本シェフが目利きした「本日の旬食材」を
使ったアミューズとのマリアージュを楽しむプログラム

項目 目標 実績(1月31日時点)

アウトプット 着地型プログラム造成数 4件 4件

アウトカム
着地型プログラム申込者数 参加者数：20名 0名

着地型プログラム販売数 販売額：100,000円 0円

ターゲット：ヨーロッパ、オーストラリア

表 17 コンテンツ造成一覧


